
外部評価対象事業：委員からの聞き取り結果表
資料３

事業
№

候補事業名 担当部署 部会委員の候補選定理由 備考（事務局補足）
２事業
決定

【農林】

50
担い手の育成・
確保

農林部
農林畜産課

農業従事者の高齢化、後継者不足。当市農業の現状を把握・確認し、対応の必要性等を
見極める必要性を感じる。 ○

51
循環型農業の
推進

農林部
農林畜産課

十和田市の第一次産業の将来展望が知りたい。

H24事業評価結果の将来反映が困難
＊これまで取り組んできたエコファーマー農業者の登録に
ついて、その特典がなくなったことで登録者増の推進が困
難となったことに伴い、H25から事業の狙いを転換している
ため

55
農畜産物のブラ
ンド化

農林部
とわだ産品販
売戦略課

６次産業を含め、地場産品の普及強化のため

59
十和田湖のヒメ
マス安定供給

農林部
とわだ産品販
売戦略課

ヒメマスは、年によって豊漁不漁があり、観光客に安定的な供給がなされているか。

60
地元や地場産
業とのかかわり
強化

農林部
とわだ産品販
売戦略課

６次産業を含め、地場産品の普及強化のため

【福祉】

33
放課後児童健
全育成事業（仲
良し会）

健康福祉部
福祉課

対象学年1・2年生を、3年生まで繰上げしてはどうでしょうか

34
十和田ファミ
リーサポートセ
ンター事業

健康福祉部
福祉課

少子化対策として、子育ての支援は不可欠。特に仕事との両立は必須の課題

41
地域自立生活
支援事業

健康福祉部
高齢介護課

高齢化社会への対策として、長期計画と、その展望が知りたい。

H24事業評価結果の将来反映が困難
＊これまで取り組んできた単身高齢者の見守り事業を、
H26から社会福祉協議会が担い、市では実施しないことと
しているため

44 食育関連事業
健康福祉部
健康増進課

平成24年度に策定された十和田市の食育・地産地消計画はどのようになっているのか、
その実態について

【商工】

72
中心市街地活
性化事業

観光商工部
商工労政課

社会情勢の変化に対応しつつ、市民の生活と暮らしに潤いをもたらし、心の安らぎと市発
展の中心としてのパワーが弱い。

【労政】

78
新規高卒者の
早期求人要請

観光商工部
商工労政課

益々、少子高齢化が進む中において、市内・県内で若い力が必要と思います。 ○

81
職業能力開発
推進

観光商工部
商工労政課

これからの時代、技術を身に着けている人が減少していく中において、伝承していく人を
絶やさないために

【民生】

13
廃棄物減量等
推進員の委嘱

民生部
まちづくり支
援課

ゴミの分別回収が始まってかなりの年数がたっているが、ご見出しをするとき関心を持っ
て中を見ると、資源ごみを出すとき、汚れたプラを入れたり、ペットボトル・ビン等はキャッ
プをしたままなど、守られていない。
春に「家庭ごみの出し方」を配布するとき、問題となるポイントを別刷りにし、注意を喚起す
る。また、分別がキチンとされない場合の税金の無駄を知らせる。

「同一担当課からの重複選出」に該当

16
十和田エコ・オ
フィスプランへ
の取組み

民生部
まちづくり支
援課

ゴミの分別回収が始まってかなりの年数がたっているが、ご見出しをするとき関心を持っ
て中を見ると、資源ごみを出すとき、汚れたプラを入れたり、ペットボトル・ビン等はキャッ
プをしたままなど、守られていない。
春に「家庭ごみの出し方」を配布するとき、問題となるポイントを別刷りにし、注意を喚起す
る。また、分別がキチンとされない場合の税金の無駄を知らせる。

「同一担当課からの重複選出」に該当

【観光】

65
十和田湖休屋
地区環境整備

観光商工部
観光推進課

空き店舗が多いのにはガッカリする。
①空きホテルは夏場の避暑地的に方法でもして、数日間宿泊していただく。
②湖を見ながらゆっくりコーヒーを飲める「しゃれた」カフェを望んでいる人が多いので、ぜ
ひ整備してほしい。

「同一担当課からの重複選出」に該当

65
十和田湖休屋
地区環境整備

観光商工部
観光推進課

十和田湖観光の玄関口である休屋地区の空き店舗が大きく景観を損っている。 「同一担当課からの重複選出」に該当

●「同一担当課からの重複選出」について
10月15日行革懇談会の終盤における部会選出事業についての申し合わせ
①事務事業評価対象事業一覧表のうち、黄色とグレーを除いた中から選びましょう
②すでに市側選定事業に選ばれた「まちづくり支援課」と「観光推進課」を除き、そこ以外から選びましょう


